
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

31,244,000

0

29,780,000

29,780,000

18,000,000

0

31,244,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

計　画

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

地方債

受益者負担金

金　額 金　額

特　記　事　項

H20.3.31現在

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-030104-002-０2-01

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

29,780,000

18,000,000 29,780,000

特　記　事　項

特　記　事　項

31,244,000

31,244,000繰出金

受給者数 3,050人 3,034人

繰出金 18,000,000

サブリーダー 南　木　貴　子

計
画

老人保険制度において市町村の負担とされるルール分を一般会計から老人保健特別会計に繰
出す。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

繰出金

老人保健特別会計繰出金

実
績

担当部課 住民生活部住民課
担　当 総合窓口担当

財
　
源

　上記の法定分を一般会計から老人保健特別会計に繰出した。なお、９月補正時に前年度の精
算を行いました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

老人保健特別会計財政の一翼を担うことになるので、財政の安定化につながる。

　保険者としての義務を果たすことにより、老人保健特別会計が健全に運営できた。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


